
２０２３年４月３０日 主日礼拝  
  

司  会   ①清水兄     ②冨田兄     ③香月兄（清水姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    
                                     
賛  美       聖歌４９８番「歌いつつ歩まん」 

    （すべてに感謝しよう）（心静かに） 
十  戒 
 

   聖  書  ①                    ②        ヨハネによる福音書４章３２～３８節   (P１４１)  

                                                                                       ③    エペソ人への手紙４章１～９節   (P３０４) 
 

音  楽  ①                    ②         「Here is Love」ベアンテ・ボーマン先生＆ルリ子先生（V） 

       ③             ピアノ独奏：吉田恵女史 

 

メッセージ   ①②    「目を上げて畑を見なさい」         森屋幹副牧師   

        ③      「愛の広さ、長さ、高さ、深さ」          大川従道主任牧師  
                    
   

賛  美                                                                                   「大波のように神の愛が」  （献金） 
頌  栄                                                                                 「主の祈り」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                                       

 

【大和ニュース】 

☆本日は第三礼拝に、ピアニスト・吉田恵女史をお迎えできて心から感謝します！     

☆G.Wは、スペシャルです。献堂記念聖会に万難排して、ご出席ください。 

５月３日（水・祝）夜７時半（講師＆音楽：ボーマン師夫妻）。スウェーデン宣教師。 

                               ４日(木・祝)朝１０時半、講師はナント！村上宣道先生。大川牧師の恩人。 

・ 本日、責任役員会(１３時・シャローム館)、J.PLUS(青年・学生・中高生)（１２時半・森） 

第４礼拝（１８時）､説教は大川先生のスペシャル映像です。 

☆ご婚約おめでとうございます！田中様と安井様。第 3礼拝後。泉チャペル。 

 

・ 土曜日は花盛り、会堂掃除(１２時)、聖歌隊(１３時半森)、プレミアムクワイア(１４時泉)。 

* 主日礼拝人数 ①９１人(２５３) ②１６５人(１７０) ③２２４人(２３６) ④２６人＝１１６５人 

       定例祈祷会 水曜 ４７人(１６１) 木曜１１９人(７０)＝３９７人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  

                                        

曽野綾子著『思い通りにいかないから、人生は面白い』は、実に面白い。本 

文を読まなくても、書名を瞑想するだけでも楽しい旅が出来る。 

「思い通りにいかない」と表現するとすぐ否定的な想像になるが、たしかに 

私も受験に失敗したときは、そう考えてしまった。しかし今は、「マイナスは必ず 

プラスになる！」と断言できる。ハレルヤ！アーメン！ 

自分で言い切るのも少し恥ずかしいが、いたずらに馬齢（馬さんに悪い気がす 

るし、馬を二頭も愛し持っている教会員のＨ兄姉には申し訳ない表現だが、辞 

書には「自分の年齢をへりくだって言う語」とある）を重ねて来たわけではな 

いと自慢したい！？ 

そういえば「バカバカしい」を馬鹿と表現するが、馬と鹿に申し訳ない。こういう日本語 

は弁解しなくても許される。 

９才の時に、両親が牧師になって、東京から静岡へ移動した。１５才で受験 

に失敗して、東京へ。６帖２間の礼拝堂で生活。ＳＳ教師、路傍伝道。聖歌隊 

の指揮者は賛美歌の編集委員のひとりＭ先生。養子に来てくれと申し出があっ 

たがことわった。１８才から新宿区柏木の東京聖書学院で３年間、みっちり、 

たっぷり伝道者になるべく特訓を受けて今日がある。 

現在８１歳。人間的には思い通りではないが、上述のように、最高の人生で 

あった。パウロ先生の証の言葉をお借りすれば、「神の恵みはむだにならず、 

だれよりも多く働いてきた、しかしそれは、私と共にあった神の恵みである。」 

 

私の学友が、私が４年間も過ごした尾久ホーリネス教会を定年退職された。 

「この度、牧師の勤めを退職し、妻と共に残された余生を、川越市伊勢崎町 

の一郭に落ち着くことになりました。その町の見事な桜並木の道筋に芭蕉の句 

『さまざまなことを思い出す桜かな』が標記してありました。まさにこの節目 

の時、歩んできた人生のさまざまなことを思い出し、すべてが感謝のひと言に 

尽きる。」「主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな」（詩篇１０３の２） 

同級生は全員牧師職から離れ、それぞれの道。私は召されるまで「私の小羊を 

養え」のお声にお従いしたい。お祈りしてください。キリエ・エレイソン！！（４月１１日記す） 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ルカ２２章～２４章 Bコース：サムエル記下２３章～列王上１３章 


